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謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
本
町
議
会
に
対
し
て
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
元
号
が
令
和
に
代
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
は
じ
ま
る
未
曾
有
の
災
禍
の

連
続
を
経
験
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
す
ら
も
ご
苦
労
が
多
い
中
と
は
存

じ
ま
す
が
、
議
会
と
し
て
一
致
団
結
し
、
ま
た
各
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
み

な
さ
ま
の
声
の
代
弁
者
と
な
り
、
町
政
発
展
の
た
め
に
努
め
て
参
る
所

存
で
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
議
会
が
新
体
制
と
な
り
、
各
議
員
と
も
初
年
度
か
ら

早
速
町
政
の
各
種
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
、
９
月
議
会
に
お

い
て
は
、
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
将
来
の
本
町
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
き
議
会
自
ら
が
調

査
研
究
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
議
員
の
処
遇
、
議
会

運
営
関
連
、
な
り
手
不
足
の
解
消
に
関
す
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
今

後
月
に
一
回
以
上
の
頻
度
で
協
議
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

　
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ま
の
率
直
な
ご
意
見
を
各
委
員

に
投
げ
か
け
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
特
別
委
員
会
に
お
い
て
は
、
委
員
会
の
議
事
録
を
速
や
か

に
発
行
し
、
各
委
員
に
渡
す
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
議
会
自
身
が

そ
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
を
記
録
し
て
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
そ
の
経
過
や
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
各
委
員
に
問
い
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。

副 

議 

長
　
　
　
陣    

圭  

介

議
　
長
　
　
　
前  

原  

淳  

一

　
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
旧
年
中
は
私
ど
も
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
先
行
き
が
見
通

せ
ず
、
長
期
化
す
る
こ
と
に
よ
り
厳
し
い
日
々
が
続
く
中
、
野
球
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
日
本
人
選
手
の
活
躍
に
よ
り
、

日
本
中
が
沸
き
立
つ
よ
う
な
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
ど
も
町
議
会
は
、
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
て
早
９
か
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
今
年
度
中
に
議
会
報
告
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
協
議
の
結
果
、
新
人
の
皆
さ
ん
が
予
算
議

会
を
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
３
月
議
会
終
了
後
の
４
月
に
開
催

す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
ご
案
内
を
致
し
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
町
制
施
行
90
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。
多
く
の
先
人

た
ち
が
鍬
を
振
る
い
、
幾
多
の
苦
難
に
も
耐
え
、
今
日
を
築
い
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
先
人
の
偉
業
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
、
失
敗
を

恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
当
局
と
と
も

に
町
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て

実
り
多
く
、
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
え
は
ら   

じ
ゅ
ん
い
ち

じ
ん   

　  

け
い
す
け

ご
あ
い
さ
つ

　

能
登
半
島
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
原
町
議
会
で
は
復
旧
・
復
興
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
く
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
義
援
金
を
お
送
り
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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第７回臨時議会（１０月１３日）
　◎議案第５２号（工事請負契約）
　・令和５年度　社会資本整備総合交付金事業（防災・安全）並木旭台線　並木工区工事について
　　契約金額：４，９５０万円

第８回臨時議会（１１月９日）
　◎議案第５３号（一般会計補正予算第１０号）
　　補 正 額：２，８００万円
　【歳出】
　・台風６号による災害等廃棄物処理に係る追加経費・・・・・・・・・・・・・・・・・８００万円
　　※倒木、土砂などの処理として
　・設計業務委託費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，０００万円
　　※令和８年度の学校統合に伴う高原小学校校舎改修等に係る設計業務等経費として

第９回定例会（１２月６日～１２日）
　◎議案第６０号（一般会計補正予算第１１号）
　　補 正 額：２億３，０６９万５千円
　　【繰越明許費（翌年度へ繰越する事業費）】
　・高原町健康増進計画策定委託費及び消防ポンプ自動車購入事業・・・・・・・２，８８３万１千円
　　※第４部配備予定の消防ポンプ自動車を半導体や自動車部品など物流遅延のため令和６年度に繰越すもの
　【歳出】
　・ふるさと納税特産品贈呈事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億５，０００万円
　　※当初計画していたふるさと納税額を上回る見込みとなったため
　・高原町商工会補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５０万円
　　※町内の商工業者や事業者等に対し支援するもの
　・商店街にぎわい創出事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４００万円
　　※消費喚起支援に係る経費として
　・下広原構造改善センター屋根改修工事費用・・・・・・・・・・・・・・・・・・８５４万１千円
　・公共土木施設災害復旧費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，６４４万９千円
　　※令和５年発生の台風６号により被災した公共土木施設の災害復旧工事費として

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

表決が分かれた議案の議員別賛否一覧 　令和５年第８回臨時会　議決結果（内容）

⑥
外
村
　
　
仁

⑨
陣
　
　
圭
介

⑧
山
下
　
香
織

④
温
水
　
宜
昭

②
岩
元
　
礼
子

⑦
郡
山
　
貞
利

①
西
嶋
　
陽
代

③
福
澤
　
卓
志

⑤
末
永
　
　
充

⑩
前
原
　
淳
一

議  　案

番 　 号
件　　　　　　名

議
決
結
果

令和５年度高原町一般会計補正予算（第１０号）
議　　案

第５３号
−○○●○○●●○○

可
　
決

議
会
の
あ
ら
ま
し
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◎議案第６５号（一般会計補正予算第１２号）
　補 正 額：１億４，１９２万６千円

　令和５年度予算総額：７３億１，５２１万７千円
　【歳出】
　・原油価格・物価高騰対策支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億１，２３７万２千円
　　※住民税非課税世帯（１，５８０世帯）に対し７万円支給するもの
　・畜産飼料高騰対策支援事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，２５０万円
　　※町内畜産農家（２８６戸）に対し１トン当たり２千円（上限４０万円、下限１万円）補助するもの
　・商工業振興事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４９８万５千円
　　※町内の LED化が終わっていない街路灯すべてを対象に工事するもの
　・高原町観光滞在・町内消費増大事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０６万９千円
　　※町内の宿泊施設（キャンプ場等含む）宿泊者に対し、町内で使えるクーポン券を贈呈するもの

◎議案第５７号　高原町農業集落排水事業の設置等に関する条例
　総務大臣通達（令和５年度までに公営企業会計の適用する旨）に従い制定するもの
　【本条例の主なもの】
　・農業集落排水事業の設置等に関する条例の制定
　・職員定数条例の一部改正
　　※新たに農業集落排水事業３人を追加するもの
　・設置及び管理に関する条例の一部改正
　・分担金徴収条例の一部の改正

◎議案第５８号　高原町農業集落排水事業における剰余金の処分等に関する条例
　地方公営企業法に基づき補填残額があるときは、下記の目的のために積立金として積み立てるもの
　（１）減債積立金　企業債の償還に充てる目的
　（２）利益積立金　欠損金をうめる目的
　（３）建設改良積立金　建設改良工事に充てる目的

◎議案第５９号　指定管理者の指定について
　・施設名称：高原町高齢者工芸センター
　・指定管理者の名称：社会福祉法人高原町社会福祉協議会
　・指定の期間：令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで

◎議案第６１号　令和５年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
　補 正 額：５，７３０万４千円
　※システム改修費、積立金として

　予算総額：１５億２，６５９万２千円

議
会
の
あ
ら
ま
し

高原町高齢者工芸センター

広原北部地区農業集落排水処理場



05　議会だより　たちばな　

◎議案第６２号　令和５年度高原町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　補 正 額：８５３万５千円
　※後期高齢者医療広域連合納付金、他会計繰出し金として

　予算総額：３億３，３５９万９千円

◎議案第６３号　国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　子育て世代の更なる負担軽減を目的とし、産前産後期間の所得割額及び被保険者均等割額の減額規定
　及び届出規定を制定するもの
【本条例の主なもの】
　・基礎課税額の減額対象期間は４か月、ただし多胎妊娠は６か月
　　※届出がある場合、ただちに減額処置を受けることができるが、届出がない場合であっても出産に
　　　関する確認ができた場合には減額処置に時間を有するが減額される

◎議案第６４号　高原町手数料条例の一部を改正する条例
　戸籍謄本等の発行方法が追加された事により改正するもの
　・戸籍（除かれた戸籍）の謄本、抄本が本籍地以外の自治体であっても発行（広域交付）が可能とな
　　る。
　・行政手続きをする際利用可能な戸籍（除かれた戸籍）電子証明書提供用識別符号「戸籍（除かれた
　　戸籍）の証明が電子化されたもの」が発行可能となる。
　※電子証明書提供用識別符号が窓口で請求された場合、戸籍電子証明書提供用識別符号が４００円、
　　除かれた戸籍電子証明書提供用識別符号が７００円となる。
　※オンラインにより個人で発行手続きを行った場合や窓口で戸籍（除かれた戸籍）証明書と同時に請
　　求した場合手数料は不要となる。
　・届書等情報（届書等の書類を画像情報として作成したもの）の内容に係る証明書の交付請求や閲覧
　　請求が可能となる。

◎選挙管理委員及び補充員が当選されました。

【選挙管理委員】・飯 田   　 彦氏　・髙 原   清 男氏　・坂 口   俊 夫氏　・西 田   正 利氏
【補 　充 　員】・黒 木 つね子氏　・堀 川 美千代氏　・吉 永   智 彦氏　・岩 元 　   浩氏

よろしくお願いします。

　市区町村の議会の議員および長の選挙に関する事務を管理し、すべての選挙に
ついて投開票を行い、選挙人名簿の作成・管理を担当します。組織委員数は４人、任期は４年。委員は、
選挙権を持っている人で、人格が高潔、政治および選挙に公正な識見を持つ人のうちから、議会の議員
による選挙で選ばれます。委員長は、委員の中から互選されます。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務省：ホームページより

※選挙管理委員の主な職務

議
会
の
あ
ら
ま
し
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（１）公営住宅等について調査
　　　令和５年７月１日現在、２０２戸の公的賃貸住宅を管理しているが、耐用年数を経過した住宅や
　　居住環境水準の低い住宅等が存在しているため、下記の通り調査をおこなった。

 
　

　

　（考　察）
　　　入居者が退去した際に壁、床の張替え等の工事がおこなわれ、次の居住者に支障がないよう管理
　　されている。耐用年数が過ぎている団地では、財政状況を勘案し効果的に修繕対応されている状況
　　が見受けられた。一方、入居者の高齢化が進み入居者での維持管理（草刈りなど）が難しくなっている。

（２）水源地の現地調査
　　　台風１４号により令和４年９月１９日から２８日の間３，３０４世帯の断水被害が発生。その際、
　　第２水源施設の埋没及び導水管の流失もあった。復旧状況などを現地調査した。
　（担当課長説明）
　　　令和５年１月２５日に厚生労働省所管水道施設災害復旧査定が終了。応急工事及び導水施設土木
　　工事も終了した。今後は、平場の２ｍのところに導水管を布設。今の第1水源の水を自然流下にし、
　　その後仮設で繋いでいたポンプ及び導水管を撤去。並行して第２水源からの接合送水までの工事を
　　行いたい。また、第１水源が足りない場合に第２水源からポンプで送水するように工事を実施する。
　　どの位まで工期になるかわからないが令和６年３月末までに完了したい。

　（考　察）
　　　今回、調査した常盤台水源地の湧水
　　は、町内の７５％の世帯に給水されて
　　いる。安全で良質な水を安定的に供給
　　するために施設管理及び衛生管理に努
　　められたい。また、第１水源の建屋は、
　　コンクリートにて補強する必要がある。
　

総務経済常任委員会　所管事務調査
日時　令和５年７月１８日（火）

柳 町 団 地 全戸数８戸、入居戸数４戸、政策空き家４戸。耐用年数（Ｈ１１）が過ぎている。
急傾斜崩壊危険区域に指定されている。外壁や屋根は、経年劣化が進んでいる。

二葉町団地 全戸数２２戸、入居戸数１３戸、空き部屋９戸。１棟（２戸）取壊し済み。
家賃が安価で利便性があるが劣化が進んでいる。耐用年数（Ｈ１２／Ｈ１７）が過ぎている。

下村移団地 全戸数１２戸、入居戸数１１戸、空き部屋１戸。準平屋である。
耐用年数（Ｈ１８．Ｈ１９）が過ぎている。

並 木 団 地 全戸数２６戸、入居戸数１７戸、空き部屋９戸。（屋上に防水対策の必要性が感じられた。）

鹿児山団地

霧 島 団 地 全戸数３２戸、入居戸数２９戸、空き部屋３戸（１４棟）
全戸数３２戸、入居戸数３１戸、空き部屋１戸（１８棟）

後川内団地 全戸数１２戸、入居戸数８戸、空き部屋４戸

全戸数５８戸、入居戸数４１戸、空き部屋１７戸。一部屋上の防水工事中。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
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１．期　日　令和５年８月２４日（木）～２６日（土）
２．場　所　群馬県嬬恋村　衆議院第二議員会館　参議院議員会館　
３．調査内容　
（１）嬬恋村役場　未来創造課「嬬恋村のスマートシティ観光システム等について」
　　●導入の経緯
　　　令和元年の台風１９号で、浮彫りになった問題点を解決するために、令和２年度に防災スマートシテ
　　ィを構築。コロナの影響で観光客が激減したことから、令和３年度に観光スマートシティ構築を行なった。
　　●ＬＩＮＥサービス活用について
　　　ＬＩＮＥの利活用により、より多くの人に情報を提供で
　　きる大きなメリットを活かし、住民の安全確保、災害時に
　　おける対応、防災情報発信のための防災サービスを導入し
　　た。また、村外からの観光客向けに観光情報を発信し誘客
　　を促進することで、交流人口の増加を目指している。

（２）地元国会議員へ要望「令和５年台風６号に伴う被害に対する要望書」を提出
　　※要望書については、高原町が宮崎県に提出した書類を
　　手渡した。
　　　　　〇公共土木施設等の早期復旧に対する支援
　　　　　〇農林水産基盤の早期復旧に対する支援
　　　　　　・衆議院第二会館　古 川  禎 久  事務所
　　　　　　・参議院議員会館　松 下  新 平  事務所
　　　　　　　　　　〃　　　　長 峯  　 誠  事務所 

（３）ＮＴＴデータ経営研究所　講師　大 野  博 堂 氏
　　　客観指標からみた高原町の現況と課題に対し統計指標から
　　客観的に高原町を検証して頂き、デジタル庁におけるマイナ
　　ンバーカード等への対応及び、総務省の「自治体ＤＸ推進計
　　画」に関する自治体対応について。

（４）国土交通省　都市局街路交通施設課　企画専門官　講師　神 山    秦 氏
　　　本町の砂防事業概要や大淀川水系直轄砂防事業、令和
　　５年度の工事予定箇所の説明を伺い、宮崎県内の道路事
　　業（直轄・ＮＥＸＣＯ）４車線化や都城市志布志道路の
　　整備状況（全線４４ｋｍ、共用率約８０%）などについて。

総務経済常任委員会　行政調査

〈考察〉

　　嬬恋村は、群馬県の西北部に位置し、浅間山等で多くの

　登山愛好家に親しまれ、人口が約９，５００人でキャベツ

　（高原野菜）の産地である。ヤマトタケルノミコトの愛妻伝説になぞらえ、世界初の愛妻家宣言の村とし

　て有名である。今回、人口規模、観光地も同様な町である嬬恋村の歩み等、課題背景を探りスマートシテ

　ィ観光システムを研修した。令和元年から取組まれ、現在は住民向けアプリが提供されている。

　　２日目は、議員会館・国会議事堂を視察し地元国会議員との懇談、要望等をおこない２名の関係省庁の

　方々から講話を頂いた。このことで、いち早く情報等を得ることが出来た。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

つまごい



議会だより　たちばな　08

○ごみ処理等諸問題について調査
　 本町が抱えるごみ処理等諸問題に関し、担当課を交え下記の通り調査をおこなった。

　　廃棄物処理について
　　霧島美化センター事務組合（令和３年３月３１日解散）
　　　●粗大ごみ焼却施設の解体には、解体費用約５，０００～６，０００万円。
　　　●浸出水処理施設の解体には、解体費用約１億円。
　　　  ※解散時に積立金が約１億円程あったが、上記の
　　　　  ２か所の解体は賄えない。

　　えびの市の焼却施設
　　　●５年後くらいには大規模改修が必要であり、最終処分場（埋立）は１０年後くらいには新最終
　　　  処分場の建設が必要となる。
　　　●令和４年度実績の委託費は、可燃ごみ約２，８９０万円（灰処理代　別９４万円）、不燃ごみ
　　　　２８６万円である。
　　　　※今後もえびの市にごみ処理を委託していくならば施設の改修費用一部負担が必要となる。
　　　　　令和６年１０月までに判断が求められている。
　 　分別項目の簡素化の可否について
　　　●ごみ処理はえびの市に委託しているため、搬入先の分別基準に準ずるため簡素化は困難。　
　　自治会未加入者のごみ処理の現状について
　　　●平成３０年３月に役場敷地内に自治会未加入世帯用の集積所を設置し、現在２５世帯が利用。
　　　　ゴミ出しのルールは町内の他のごみステーションと同じ。その他のごみ、リサイクル品及び粗
　　　　大ごみは、直接美化センターを利用。利用者には番号を割り振り、分別間違いをした者を管理。
　　不法投棄の課題と対処法について
　　　●不法投棄の収集量は、過去３年間では２０～４０㎥の間を変動している。悪質な不法投棄の場
　　　　合は、回収したごみの中から身元の分かる証拠を見つけ警察に通報。この通報により警察が本
　　　　人を出頭させ厳重注意した上で、捨てたごみの処理を強制的に行わせ回収させている。
　　　●空き缶、ペットボトル、廃プラが主な回収物となっており、走行中の車からのポイ捨てが多い
　　　　現状である。悪質な物では、洗濯機、家具、布団等違法と分かりながら投棄されている粗大ご
　　　　みもある。不法投棄は後を絶たない状況にあり対応に苦慮している現状である。
　　ふれあい収集の現状について
　　　　対　象：要支援・要介護の認定を受けている方や障がい者の方等であって、
                       集積所まで家庭ごみを持ち出すことが困難な方
　　　　内　容：曜日、日時に関係なく分別さえしていれば（リサイクル品も可）、
                       戸別訪問でごみを収集する制度
　　　　費　用：利用者負担なし（基本料金２０，０００円、１件２，５００円）
　　　　財　源：国の特別交付税５０％、町５０％

文教厚生常任委員会　所管事務調査
日時　令和５年８月１７日（木）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会



問　
第
５
期
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
が
見
直
さ
れ
た
が
本
町
で
の
現
状
は
。

答　
遡
及
返
還
事
例
は
令
和
５
年
度
１
件

１
筆
で
農
業
所
得
要
件
に
よ
る
事
例
は
、

令
和
２
・
３
年
度
で
各
１
件
で
あ
っ
た
。

問　
本
町
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
状
況

と
対
応
策
は
。

答　
今
年
度
は
現
在
28
件
の
被
害
報
告
を

受
け
て
お
り
、
被
害
の
大
半
が
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
に
よ
る
飼
料
作
物
や
水
稲
で
あ
る
。

対
応
策
と
し
て
、
補
助
事
業
を
活
用
し
た

防
護
柵
の
設
置
や
捕
獲
に
関
し
て
も
、
捕

獲
業
務
受
託
者
や
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協

議
会
に
よ
る
罠
の
設
置
等
に
よ
り
、
駆
除

に
あ
た
っ
て
い
る
。

問　
森
林
保
全
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

答　
伐
採
後
の
植
林
に
係
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
有
者
の
負

担
軽
減
を
図
り
、
高
原
町
再
造
林
支
援
事

業
に
よ
る
再
造
林
へ
の
推
進
に
努
め
て
い

く
。
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問　
本
町
の
農
林
業
形
態
の
現
状
と
課
題

は
。

答　
専
業
・
兼
業
併
せ
た
農
家
戸
数
は
６

６
２
戸
。
肉
用
牛
関
係
が
１
５
０
経
営
体

で
認
定
農
業
者
の
７
割
を
占
め
て
い
る
。

林
業
関
係
は
６
経
営
体
で
あ
る
。
課
題
と

し
て
農
林
業
共
に
担
い
手
不
足
を
懸
念
し

て
い
る
。

問　
農
業
へ
新
規
従
事
者
の
現
状
と
支
援

策
は
。

答　
新
規
認
定
農
業
者
数
は
直
近
３
年
間

で
11
名
で
あ
る
。
又
、
国
・
県
の
人
材
投

資
事
業
等
を
活
用
し
て
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

問　
地
域
計
画
の
目
的
と
取
り
組
み
は
。

答　
地
域
農
地
の
適
切
な
利
用
を
図
る
為
、

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
。
本
町

で
は
、
実
質
化
さ
れ
た
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
13
地
区
エ
リ
ア
で
目
標
地
図（
案
）

を
お
示
し
し
、
順
次
地
域
で
の
協
議
の
場

を
設
け
て
進
め
て
い
く
予
定
。

農
林
業
振
興
対
策
と
課
題
に
つ
い
て

農
林
業
振
興
対
策
と
課
題
に
つ
い
て

（一般質問の様子）

●
学
校
統
廃
合
後
の
地
域
振
興

問　
廃
校
予
定
で
あ
る
地
域
に
対
す
る
振

興
計
画
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
。

答　
現
時
点
で
は
具
体
的
な
も
の
は
無
い
。

今
後
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
速
や
か
に

振
興
策
を
進
め
て
い
く
。

意
見　

廃
校
後
の
学
校
跡
地
の
荒
廃
と
管

理
の
所
在
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
々
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
廃
校
と
同
時
に
振
興
計

画
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
住
民
の
意
向
調

査
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

温水　宜昭議員
ぬくみず　 よしあき

●
町
立
病
院

問　
病
院
職
員
の
退
職
希
望
者
数
と
、
一

般
行
政
職
へ
の
異
動
者
数
は
。

答　
数
は
未
だ
確
定
し
て
お
ら
ず
調
整
中

で
あ
る
が
、
現
時
点
で
の
病
院
か
ら
一
般

行
政
職
へ
の
異
動
者
数
は
４
名
で
あ
る
。

問　
常
勤
医
師
２
名
確
保
、
病
床
数
を
56

床
か
ら
40
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
件
費

は
ど
れ
程
削
減
で
き
る
の
か
。

答　
最
終
的
な
職
員
数
が
確
定
し
て
お
ら

ず
、
申
し
上
げ
ら
れ
る
段
階
に
な
い
。

問　
令
和
４
年
度
と
比
較
し
て
６
年
度
は

約
１
億
２
千
万
円
の
削
減
、
常
勤
医
師
２

名
に
な
る
た
め
入
院
収
益
増
を
見
込
ん
で

い
る
と
あ
る
が
、
常
勤
医
師
２
名
以
上
い

た
過
去
に
お
い
て
も
10
年
間
で
９
億
円
以

上
の
赤
字
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答　
病
床
数
を
56
床
か
ら
40
床
と
し
、
単

価
の
高
い
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
10
床
か

ら
26
床
と
し
、
入
院
収
益
を
上
げ
て
い
く
。

郡山　貞利議員
こおりやま    さだとし

最
優
先
課
題
、
町
立
病
院
問
題
！

最
優
先
課
題
、
町
立
病
院
問
題
！

（一般質問の様子）

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

上後川内地区にて撮影
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（一般質問の様子）

（一般質問の様子）

末永　　充議員
すえなが　   　みつる

●
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
　

問
　
町
民
の
安
全
安
心
の
確
保
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

答　
行
政
区
単
位
で
自
主
防
災
組
織
研
修

会
を
実
施
す
る
。

問
　
令
和
４
年
台
風
14
号
に
よ
る
常
盤
台

水
源
地
の
水
道
施
設
の
災
害
復
旧
状
況
は
。

答　
現
在
の
状
況
は
、
水
道
施
設
関
連
が

約
60
％
、
道
路
災
害
、
法
面
災
害
が
30
％

の
復
旧
で
あ
る
。

問
　
線
状
降
水
帯
な
ど
で
通
水
断
面
不
足

を
生
じ
て
い
る
が
。

答　
県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
て
、
被

害
防
止
に
努
め
る
。

問
　
令
和
６
年
４
月
に
水
道
整
備
・
管
理

行
政
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通
省
及

び
環
境
省
へ
移
管
さ
れ
る
。
機
能
強
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
が
。

答　
水
道
施
設
及
び
既
設
管
路
の
更
新
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
長
期
的
な
整
備
計

画
を
確
立
す
る
。　
　

問
　
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
広
原
・
常
盤

台
地
区
に
雨
量
計
を
設
置
し
て
は
。

国
土
保
全
と
人
事
に
つ
い
て

国
土
保
全
と
人
事
に
つ
い
て

答　
雨
量
観
測
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
的

設
置
に
向
け
、
旭
台
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
へ

年
内
に

設
置
す

る
。　

問
　
台
風
６
号
に
お
け
る
災
害
復
旧
に
つ

い
て
、
鷹
巣
神
社
付
近
の
道
路
及
び
広
原

浄
水
場
の
対
策
は
。

答　
12
月
の
査
定
受
検
後
、
道
路
災
害
復

旧
を
行
い
そ
の
後
、
配
水
管
の
本
復
旧
を

行
う
。
令
和
６
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し

た
い
。

●
人
事
に
つ
い
て

問
　
病
院
職
員
の
一
般
職
へ
の
配
置
転
換

は
。

答　
４
名
の
配
置
転
換
を
行
っ
た
。
今
後

も
病
院
と
の
調
整
を
図
り
随
時
行
う
。

問
　
人
事
院
勧
告
を
上
程
し
な
か
っ
た
理

由
は
。

答　
ま
だ
結
論
は
出
し
て
い
な
い
。
町
民

に
対
し
一
定
の
理
解
を
得
た
上
で
検
討
し

て
い
く
。

問
　
技
術
系
職
員
の
確
保
は
。

答　
11
名
の
職
員
が
在
籍
し
、
５
名
が
55

歳
を
超
え
る
職
員
で
あ
る
。
今
後
、
職
員

の
確
保
を
図
る
。

広原・常盤台地区
を網羅する雨量計

●
病
児
保
育
施
設

問
　
町
営
の
病
児
保
育
が
出
来
な
い
か
。

答　
町
内
２
施
設
で
実
施
し
て
い
る
。
町

営
の
考
え
は
な
い
。

●
土
地
・
建
物
の
問
題

問
　
高
原
高
校
跡
地
と
、
ど
の
様
に
関
わ

っ
て
い
く
の
か
。

答　
運
営
協
議
会
と
協
議
し
調
整
し
て
い

く
。

問
　
小
学
校
新
校
舎
建
設
の
計
画
は
あ
る

か
。

答　
今
は
言
及
で
き
な
い
。

問
　
高
原
小
学
校
改
修
工
事
は
。

答　
必
要
最
小
限
の
改
修
を
行
う
。

●
教
育
行
政

問
　
勉
強
に
意
欲
的
な
子
供
が
積
極
的
に

学
べ
る
取
組
は
あ
る
か
。

答　
個
別
最
適
な
学
習
の
充
実
を
進
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
等
の
推
進
を
し
て
い
く
。

問
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
学
び
の
場

が
創
出
出
来
な
い
か
。

答　
幅
広
い
地
域
住
民
の
参
画
を
得
て
、

学
び
や
成
長
を
支
え
る
活
動
を
推
進
し
て

い
く
。

山下　香織議員
やました　   かおり

こ
れ
か
ら
ど
う
変
わ
る
の
？

こ
れ
か
ら
ど
う
変
わ
る
の
？

●
観
光
振
興

問
　
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
更
新
が
必
要

だ
が
。

答　
創
意
工
夫
し
て
い
く
。

問
　
今
年
の
発
祥
地
祭
り
を
振
り
返
っ
て

の
考
え
は
。

答　
中
学
生
が
実
行
委
員
と
な
る
な
ど
し

て
盛
り
上
が
っ
た
。
今
後
も
町
内
外
へ
周

知
・
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

●
町
民
説
明
会

問
　
町
立
病
院
財
政
報
告
資
料
算
出
方
法
は
。

答　
令
和
４
年
度
の
決
算
を
基
に
作
成
し
、

病
院
長
と
協
議
を
重
ね
方
針
を
決
定
し
た
。

問
　
説
明
会
終
了
後
の
感
想
・
改
善
点
は
。

答　
町
民
に
一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
た
。

今
後
も
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
。

●
県
の
地
域
猫
事
業

問
　
本
町
の
不
妊
手
術
実
施
頭
数
は
。

答　
11
月
28
日
現
在
５
件
の
申
込
、
問
合

せ
１
件
、
実
施
済
１
件
（
20
匹
）
。

問
　
住
民
に
地
域
猫
問
題
の
周
知
が
必
要

だ
が
。

答　
説
明
し
て
い
く
。

●
ワ
ク
チ
ン
接
種

問
　
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
。

答　
子
宮
頸
が
ん
７
・
８
％
、
帯
状
疱
疹

は
不
明
、
コ
ロ
ナ
初
回
90
％
（
６
回
目
接

種
22
％
）
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
助
成
対
象

者
58
％
。

問
　
各
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
拡
大
は
。

答　
令
和
６
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

は
未
定
、
近
隣
自
治
体
の
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
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１１　議会だより　たちばな　

（一般質問の様子）

（一般質問の様子）

と
な
っ
た
。

●
国
保
制
度

問　
応
益
割
の
配
分
割
合
に
つ
い
て
、
是

正
の
必
要
性
は
。

答
　
本
賦
課
の
際
に
は
複
数
の
パ
タ
ー
ン

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
保
険
料
統
一
化
へ
向
け
た
県
の
姿
勢

は
。

答
　
令
和
６
年
度
か
ら
11
年
度
の
間
に
、

統
一
範
囲
や
目
標
年
度
を
議
論
予
定
。
ま

ず
は
三
方
式
へ
移
行
す
る
意
思
表
示
が
さ

れ
て
い
る
。

●
職
員
再
任
用

問　
定
年
年
齢
引
き
上
げ
に
伴
い
、
職
員

の
定
員
管
理
に
つ
い
て
は
新
た
な
考
え
方

の
整
理
が
必
要
で
は
。

答
　
総
務
省
通
知
に
基
づ
き
、
現
在
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問　
委
託
料
の
適
性
に
つ
き
、
例
え
ば
近

隣
市
町
村
と
比
較
す
る
等
の
検
討
は
。

答
　
町
で
設
計
し
シ
ル
バ
ー
に
見
積
を
提

出
し
て
も
ら
い
金
額
の
妥
当
性
を
判
断
し

て
い
る
。
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
等
も
町
の

規
定
で
実
施
し
不
当
に
安
く
は
な
い
。
近

隣
と
の
比
較
は
行
っ
て
い
な
い
。

●
町
長
の
政
治
姿
勢

問　
病
院
の
財
政
が
厳
し
い
の
は
平
成
27

年
度
か
ら
。
病
床
機
能
や
経
営
改
善
に
関

す
る
提
案
を
ず
っ
と
続
け
て
い
る
。
な
ぜ

今
ま
で
半
ば
放
置
さ
れ
た
よ
う
に
な
っ
て

い
た
か
。

答
　
病
院
が
今
後
も
一
般
会
計
に
及
ぼ
す

影
響
が
続
く
点
は
ど
う
し
て
も
改
善
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
い
う
時
期
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

●
職
員
等
の
損
害
賠
償
責
任

問　
地
方
自
治
法
２
４
３
条
の
２
の
規
定

の
趣
旨
に
鑑
み
、
免
責
条
例
を
制
定
す
べ

き
で
は
。

答
　
ま
ず
は
情
報
収
集
に
努
め
、
職
員
の

間
に
は
賠
償
責
任
保
険
を
周
知
す
る
。

●
病
院
事
業

問　
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
設
置
は
平
成

30
年
。
増
床
を
な
ぜ
今
ま
で
や
ら
な
か
っ

た
か
。

答
　
病
院
内
部
で
検
討
し
て
き
た
が
、
職

員
シ
フ
ト
、
医
師
の
確
保
を
含
め
、
今
回

 

陣　　圭介議員
じん　   　  けいすけ

病
院
の
経
営
改
善
を
早
急
に
！

病
院
の
経
営
改
善
を
早
急
に
！

●
学
校
統
廃
合

問　
高
原
小
学
校
改
修
工
事
に
伴
う
設
計

委
託
料
２
，
０
０
０
万
円
は
高
す
ぎ
る
の

で
は
。

答
　
校
舎
の
床
、
壁
を
含
む
改
修
、
老
朽

化
し
た
部
分
の
取
り
替
え
、
耐
震
化
に
問

題
な
い
増
改
築
も
含
ん
で
お
り
、
必
要
最

小
限
の
改
修
と
す
る
。

問　
乗
り
入
れ
授
業
の
体
制
づ
く
り
は
。

答
　
見
通
し
が
持
て
る
の
は
令
和
７
年
度

に
な
る
。

問　
高
原
中
学
校
へ
の
併
合
は
。

答
　
現
段
階
で
は
言
及
で
き
な
い
。

●
観
光
と
農
業

問　
天
乃
逆
鉾
と
神
武
天
皇
を
活
か
し
た

町
づ
く
り
を
。

答
　
本
町
な
ら
で
は
の
地
域
づ
く
り
や
活

性
化
に
波
及
さ
せ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

商
工
会
、
観
光
協
会
、
Ｊ
Ａ
、
地
域
商
社

等
と
連
携
し
、
幅
広
く
天
孫
降
臨
伝
説
・

日
本
発
祥
地
と
し
て
の
誇
り
や
感
動
、
興

味
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

高
原
町
の
Ｐ
Ｒ
に
も
っ
と
工
夫
を
！

高
原
町
の
Ｐ
Ｒ
に
も
っ
と
工
夫
を
！

前原　淳一議員
まえはら    じゅんいち

問　
日
本
発
祥
地
を
活
か
し
た
Ｐ
Ｒ
は
。

答
　
高
原
町
地
域
づ
く
り
団
体
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
議
会
の
中
で
、
協
議
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
ず
は
町
民
が
歴
史
や
文
化
、
地

域
資
源
を
誇
り
に
思
い
大
切
に
す
る
こ
と

が
原
動
力
に
な
る
。

問　
神
武
様
御
神
幸
行
列
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ

に
も
っ
と
工
夫
を
。

答
　
主
催
者
側
か
ら
の
提
案
も
あ
る
。
今

後
検
討
し
て
い
く
。

問　
皇
子
原
は
「
み
こ
ば
る
」
と
読
め
る
。

本
町
の
米
を
天
皇
家
ゆ
か
り
の
「
み
こ
ば

る
米
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
で
き
れ
ば
視

察
者
も
増
え
、
結
果
と
し
て
観
光
に
繋
が

る
。

答
　
米
を
含
め
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
大
切
さ
も
検
討

し
て
い
く
。　

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
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議会だより　たちばな １２

（一般質問の様子）

（一般質問の様子）

●
子
育
て
支
援

問
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
利
用
者
は
。土
曜
日
、

開
所
は
で
き
な
い
か
。

答　
１
日
平
均
10
名
前
後
。
年
明
け
、
子

育
て
ニ
ー
ズ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予
定

し
て
お
り
、
検
証
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。

問
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
の
サ
ポ
ー
タ
ー

の
登
録
人
数
と
今
後
育
成
す
る
計
画
は
あ

る
の
か
。

答　
支
援
を
受
け
た
い
方
17
名
、
支
援
を

し
た
い
方
３
名
の
登
録
で
、
円
滑
な
支
援

が
困
難
。
利
用
方
法
の
周
知
、
制
度
の
周

知
を
徹
底
す
る
。

問
　
病
児
保
育
と
病
後
児
保
育
の
利
用
に

関
し
て
、
保
育
を
必
要
と
す
る
要
件
に
該

当
す
る
場
合
、
無
償
化
の
対
象
と
な
る
の

か
。
町
外
施
設
利
用
で
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
月
額
２
千
円
を
上
限
と
し
た
、
利
用

料
補
助
を
検
討
し
て
い
る
。

を
財
源
と
し
た
支
援
事
業
を
検
討
し
て
い

く
。

問
　
ブ
ラ
ン
ド
米
創
出
の
考
え
は
。

答　
町
内
で
採
取
し
た
水
に
シ
リ
カ
が
非

常
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
の
情
報
が
あ

り
、
栽
培
講
習
会
と
い
う
形
で
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
土
・
水
と
管
理
の
部
分
を
合

わ
せ
た
中
で
ブ
ラ
ン
ド
米
が
で
き
な
い
か

模
索
し
て
い
く
。

●
町
長
の
構
想
進
捗
状
況

問
　
工
業
団
地
の
町
民
の
雇
用
人
数
は
。

答　
全
体
雇
用
人
数
２
４
４
人
中
、
町
民

の
雇
用
人
数
88
人
。

問
　
観
光
協
会
や
地
域
商
社
と
連
携
し
て

旅
行
プ
ラ
ン
の
創
出
販
売
等
を
行
っ
て
い

る
か
。

答　
旅
行
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
実
現
に
至

っ
て
い
な
い
。
旅
行
業
の
資
格
を
持
つ
方

と
の
連
携
を
模
索
し
て
い
る
。

問
　
子
育
て
支
援
条
例
の
進
捗
状
況
は
。

答　
国
か
ら
示
さ
れ
る
時
期
に
合
わ
せ
て

内
容
を
検
討
し
、
設
置
に
向
け
て
い
く
。

問
　
学
童
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
現
状
は
。

答　
５
つ
の
施
設
が
稼
働
し
て
お
り
待
機

児
童
は
ゼ
ロ
。

●
学
校
跡
地
利
活
用

問
　
学
校
統
廃
合
後
の
跡
地
利
活
用
に
つ

い
て
、
各
地
域
で
管
理
団
体
を
立
ち
上
げ

る
考
え
は
。

答　
地
域
運
営
組
織
の
設
立
に
向
け
た
情

報
収
集
や
調
査
研
究
を
図
り
、
各
地
域
の

皆
様
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
仕

組
み
、
組
織
の
形
成
・
運
営
支
援
等
に
つ

い
て
議
論
を
し
て
い
く
。

●
各
種
申
請
書
（
電
子
申
請
の
対
応
）

問
　
現
在
の
電
子
申
請
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
）
の
対
応
範
囲
は
。

答　
子
育
て
が
12
手
続
き
、
介
護
が
11
手

続
き
、
被
災
者
支
援
が
１
手
続
き
、
転
出

転
入
が
１
手
続
き
、
税
の
申
告
が
１
手
続

き
申
請
可
能
で
あ
る
。

●
農
畜
産
業
の
現
状

問
　
飼
料
肥
料
の
高
騰
に
対
し
て
町
独
自

の
支
援
は
。

答　
国
か
ら
の
重
点
支
援
交
付
金
の
追
加

町
民
の
要
望
に
対
す
る
迅
速
な
対
応
を
!

町
民
の
要
望
に
対
す
る
迅
速
な
対
応
を
!

外村　　仁議員
ほかむら　      ひとし

西嶋　陽代議員
にしじま　   はるよ

問
　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
、
高
校

卒
業
ま
で
助
成
で
き
な
い
か
。

答　
国
の
動
向
を
見
て
い
る
。
県
内
の
状

況
を
見
て
検
討
す
る
。

問
　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
。

答　
半
額
助
成
を
継
続
す
る
。

●
町
立
病
院

問
　
運
営
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
と
、
医
師

確
保
は
。

答　
経
営
強
化
プ
ラ
ン
を
年
明
け
早
々
に

説
明
す
る
。医
師
確
保
に
引
き
続
き
努
め
る
。

●
高
齢
者
の
予
防
接
種

問
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
費
用
助
成
は
。

答　
町
村
会
で
要
望
を
出
し
て
い
る
。
町

単
独
で
取
り
組
む
か
検
討
す
る
。

●
役
場
前
の
街
路

問
　
花
壇
の
整
備
を
町
民
に
募
集
し
て
行

っ
て
は
。

答　
今
は
、
年
２
回
、
外
部
委
託
し
て
い

る
。
早
い
段
階
で
対
応
す
る
。　

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
を

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
を一

般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ



生
み
出
す
力
と
、
更
な
る
工
夫
と
改
善
を
求
む

１３　議会だより　たちばな　

（一般質問の様子）

●
町
立
病
院

問　
透
析
等
の
高
収
益
診
療
の
考
え
は
。

答　
規
模
縮
小
し
て
い
く
た
め
難
し
い
。

問　
人
間
ド
ッ
グ
は
。

答　
難
し
い
。

問　
今
後
の
経
営
の
方
向
性
は
。

答　
２
市
１
町
連
携
強
化
を
行
い
、
地
域

包
括
ケ
ア
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

問　
Ｈ
Ｐ
や
広
報
誌
の
更
新
が
必
要
だ
が
。

答　
適
宜
更
新
し
て
い
く
。

●
健
康
行
政

問　
喫
煙
者
へ
の
対
応
は
。

答　
敷
地
内
・
公
用
車
禁
煙
と
し
、
昼
食

等
休
憩
中
に
自
宅
や
車
の
中
で
行
わ
れ
て

い
る
。

問　
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
等
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
参
加
者
も
該

当
す
る
か
。

答　
対
応
し
て
い
る
。

●
防
災
行
政

問　
防
災
倉
庫
内
点
検
の
状
況
は
。

生
み
出
す
力
と
、
更
な
る
工
夫
と
改
善
を
求
む

福澤　卓志議員
ふくざわ　   たくじ

答　
集
中
管
理
し
て
い
る
。

問　
何
人
の
想
定
か
。

答　
設
置
場
所
（
ほ
ほ
え
み
館
）
50
人
、

（
各
小
学
校
）
30
人
。

問　
災
害
に
お
け
る
家
庭
内
備
蓄
の
周
知

は
。

答　
概
ね
３
〜
７
日
間
の
備
蓄
が
必
要
、

広
報
等
で
周
知
し
て
い
く
。

問　
聞
こ
え
な
い
防
災
行
政
無
線
の
対
応

と
個
別
受
信
機
は
。

答　
防
災
メ
ー
ル
・
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で

も
発
信
し
て
お
り
、
個
別
受
信
機
は
検
討

段
階
。

●
観
光
行
政

問　
町
内
案
内
表
示
板
の
更
新
状
況
は
。

答　
令
和
５
年
度
は
新
調
や
張
替
え
等
含

め
10
ヶ
所
。

問　
高
天
原
（
焼
酎
）
の
販
売
に
工
夫
が

必
要
だ
が
。

答　
５
合
瓶
を
含
め

販
路
拡
大
に
努
め
る
。

●
総
務
・
教
育
行
政

問　
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ

行
政
活
用
状
況
は
。

答　
検
討
中
。

問　
教
育
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
状
況

は
。

答　
活
用
は
な
い
が
、
国
・
県
に
準
じ
る
。

●臨時会・・・・・・・・・・・・・・・・・１０月１３日（会期１日間）・１１月９日（会期１日間）
●定例会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２月６日～１２日（会期７日間）
●議会運営委員会・・・・・・・・・５回（１０/１３・１１/９・１１/２２・１１/２８・１２/１1）
●全員協議会・７回（１０/１３・１０/１３・１１/９・１１/２２・１２/１・１２/１1・１２/１２）
●総務経済常任委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１回（１２/１１）
●文教厚生常任委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１回（１２/１１）
●議会だより編集委員会・・・・・・・・・・・４回（１２/１２・１２/２６・１/１１・１/１５）
●公共施設の在り方検討特別委員会・・・・・・・・・・・・・・・２回（１０/１８・１１/２２）
●議会の在り方検討特別委員会・・・・・・・・・・・・・３回（１０/１８・１１/２２・１２/１１）

議会の動き（１０月3日～ 1月１５日）

議会を傍聴しませんか？
ＹｏｕＴｕｂｅでもご覧いただけます。

請願・陳情を出される方は２月２７日（火）までにご提出ください。
※詳細は町公式
ホームページにて高原町議会事務局　☎４２－５１３８

本会議は午前１０時開会

３月６日（水）～
※質問者数により日程が決まります。

３月定例会は

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ
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よ
り

86
No.

■
発
行
日
／
令
和
6
年
2
月
　
日 

■
発
行
／
高
原
町
議
会 

■
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

   

〠
8
8
9
ー
4
4
9
2 

宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町
大
字
西
麓
8
9
9
番
地  

☎(

0
9
8
4)

42

−

5
1
3
8

1

あなたの夢を

応援します!!

祝 はたちの集いはたちの集い

　能登半島地震により犠牲となられた方々に心よりお悔やみ申し上

げますとともに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。

　依然として予断を許さない状況が続いていますが、被災地域のみ

なさまの安全確保、そして一日も早い復旧・復興を衷心よりお祈り

申し上げます。

　そして、高原町では年末年始に大切な行事がたくさん行われまし

た。二十歳の集いに参加されたこれからの時代を担っていく若者達

も、神楽の伝統を引き継いで舞う子供達も、皆さんとても素敵な笑

顔を見せてくれています。そんな笑顔が失われないように、今一度

私達に何が出来るのかを考え、行動していかなければならないと強

く感じました。

　大変な時こそ身近にいる方との時間を大切にし、笑顔がたくさん

溢れる高原町になるよう、私達も笑顔で尽力してまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員　山下　香織

神楽を舞
った子ど

もたち

神楽を舞
った子ど

もたち

高原町消防団女性部高原町消防団女性部

編集後記編集後記編集後記
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